
第64回(平 成21年 度)

日本 セラミックス協会賞表彰

本会会員 の うち,セ ラミックス産業の進歩発展 に資 し,本 会お よび業界 に対 する功績顕著な方 ,セ ラミックス

の科学技術 の研究な らびに技術上の業績顕著 な方に贈 る 日本 セラミックス協会賞については,協 会賞選考委員会

(功労賞選考委員会,学 術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考委員会)に おいて,被 推薦候補者(功 労

賞は被推薦有資格者名簿から;学 術賞16件,進 歩賞12件,技 術賞4件,技 術奨励賞3件,功 績賞3件)に ついて

慎重 に選考の結果,第64回(平 成21年 度〉受賞者候補者 として次の26件 の方 々を選び,1月27日 開催の理事会

に諮 られ受賞者 として決定 しました.こ こに受賞者の業績推薦理 由を紹介 します.

なお,表 彰式は,来 る6月4日(金)東 京(霞 が関ビル内 東海大学校友会館)で 開催される第85回 通常総会の

席上 において行われ ます.

受 賞 者 一 覧

[功労賞4件]

(株)SPD研 究所 金子正治

京セラ(株)古 賀和憲

元 北海道大学 小平紘平

(独)科学技術振興機構 佐々 正

[学術賞6件]

(株)村田製作所 安藤 陽

神戸大学 内野隆司

東北大学 佐藤次雄

豊橋技術科学大学 中野裕美

東北大学 藤原 巧

(独)産業技術総合研究所 松原一郎

[進歩賞7件]

名古屋大学 片桐清文

東北大学 上高原理暢

(独)産業技術総合研究所 濱本孝一

東京大学 溝口照康

(独)物質 ・材料研究機構 山内悠輔

東京工業大学 山田智明

横浜国立大学 脇原 徹

[技術賞4件]

TOTO(株)

グループ代表 安藤正美

ほか 青島利裕,板 倉郁夫,宮 地 淳

日本電気硝子(株)

グループ代表 金井敏正

ほか 櫻井 武

(株)フェローテック セラミックス

グループ代表 寺尾公一

ほか 衛藤俊一,中 川邦昭,蓮 村幸寛

東ソー(株)

グループ代表 松井光二

ほか 大道信勝,大 貝理治

[技術奨励賞2件]
コバレントマテリアル(株)梅 沢卓史

(株)INAX嶋 津季朗

[功績賞3件]

鹿児島県工業技術センター 袖山研一

大阪大学 谷畑公昭

滋賀県工業技術総合センター 横井川正美

(氏名 五十音順)

功 労 賞選考委 員会 委 員長:新 原 晧一,委 員:宇 田川 重和 ・曽我 直弘 ・一 ノ瀬 昇 ・平井 敏雄 ・藤 本勝 司 ・山浦信 幸 ・北條 純一 ・

南 慶 二郎 ・岡田 清 ・猿 渡辰彦 ・坂 本典 正 ・宮 山 勝 ・乾 信一

学 術賞 ・進 歩賞 ・技 術 賞 ・技術 奨励 賞 ・功績 賞 ・選考委 員会 委員 長:岡 田 清 ,委 員:〔 学術 賞 ・進歩 賞選考 分科 会 〕伊藤 節郎 ・

目 義 雄 ・田 中勝久 ・柳 澤和 道 ・三宅 通博 ・平賀 啓二 郎 ・鶴見 敬 章 ・井 上博 之 〔技術 賞 ・技 術 奨励 賞 ・功績 賞 選考分 科 会〕 石崎

雅 人 ・河野芳 明 ・石 田 積 ・佐 伯 義光 ・牧 田研 介 ・小 西幹 郎

Recipients of The  64th CerSJ Awards

注)写 真 は 日本 セ ラ ミ ックス協会 賞賞牌(径7cm,中 央部 厚 さ1cm ,デ ザイ ン 木 村 四郎氏 〉
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功労賞

液相か ら合成 したセラミックス材料 の応

用への貢 献

かね こ しよう じ

金子 正 治氏

金子正 治氏は,昭 和41年 か ら平成16

年 まで静 岡大 学工 学部 に勤 務 し,セ ラ

ミックス に関する教育 の傍 ら,当 初,含

水 酸化チ タンの熱的挙動,水 熱条件下非

晶質酸化チタ ンの結晶化 と相転移,チ タ

ン酸 バ リウ ムの水 熱 合成 の研 究 を行 っ

た.均 一沈殿法 によるシリカーチ タニ ア

ニ成分系ゲ ルは,シ リカゲルの高表面積

とチ タニアの表面特性 を併せ持 ち,液 相

吸着特性や触媒活性 を発現 した.ペ ロブ

ス カイ ト型複合酸化物助剤に よる圧 電性

PZTセ ラ ミ ックスの低温焼 結機構 を解

明 した.平 成に入る頃か ら,金 属酸化物

のス プレー熱分解薄膜 形成 を手が け,退

官後 もその ための装 置 開発 に取 り組 ん

で,世 界初 の市販 品を完成 させ た.色 素

増 感太陽電池 の大面積化,高 性能化,低

コス ト化 に向けて,光 電極用酸化スズ透

明導 電膜 と多孔 質酸化チ タン層の形成,

また対向電極用金属板の防食膜形成 と触

媒担持 にいず れもこの手法 を適用 して,

世界の先導 と言える成果 を挙 げて きた,

以上の ように,同 氏 の長年 にわたる液

相 か ら合 成 した セ ラ ミック粉体,焼 結

体,お よび薄膜 に関す る研究 開発 の成果

は多岐 ・多大 であ り,日 本 セラ ミックス

協会功労賞 に値す ると して推薦す る.

略 歴 昭和37年 静岡大学工学都工業化学科

卒業.同 年北海道炭鉱汽船(株)入 社,同39年

退職.薩 岡大学大学 院工学研 究科修士 課程入

学,同41年 同修了.同 年 同大学工 学部助手,

同60年 同講 師,同61年 同助 教授,平 成2年

同教授,同15年 同退官,同16年(株)SPD研

究所代 表取締役兼所 長就任,現 在 に至 る,こ

の問,昭 和53年 に東京大学=〔学部ヘ エ0ヶ月,

同62年 に米 国クラークソン大学へ4ヶ 月それ

ぞれ客貝研究貝 として出張.ま た同60年 に東

京大 学か ら工学博士 の学位 を取得.専 門分野:

無機 材料化学.

功労賞

高温用 セラミックスの開発 とファイ ンセ

ラ ミックスプロジェク トへの貢献

こ が かずのり

古賀 和憲氏

古 賀和 憲氏 は,昭 和51年 に京都 セ ラ

ミツク(株)(現 京 セラ(株))に 入社 後,

中央研究所へ配属 とな り,東 北 大学金属

材料 研 究所 の矢 島聖使 教授 が 開発 した

「ポ リカルボシラ ン」か ら,EFG法 によ

る太陽電池用 シリコ ンリボ ン引 き上 げに

用い る高純度炭化 ケイ素金型 の開発に従

事 した,そ の後,炭 化 ケ イ素 の耐 摩耗

性,耐 熱性 に注 目し,焼 結炭化 ケイ素の

開発 に従事 し製 品化.こ の間,同54年

か ら 「高効率 ガス タービンの研究 開発 プ

ロジェク ト」 に,京 セラの研究代表 とし

て参画 し,炭 化ケ イ素や窒化 ケイ素 を用

いたセ ラミック燃焼器の開発 に従事 し,

耐熱衝撃性 に優れ る反応 焼結窒化ケイ素

材料 を開発 した,

その後 次世代プ ロジェク トの ひとつ

.に新材料であ るファイ ンセラ ミックスが

選 ばれ,「 ファイ ンセ ラミ ックスの研 究

開発」プ ロジェク トの提 案か ら立ち上 げ

に関与 し,フ ァイ ンセ ラミックス技術研

究組合 の技術課長 と して プロジェク トの

運営 に携 わった.

総合研究所へ復職後,窒 化 ケイ素材料

の開発 に従事 し,「セ ラ ミックガス ター

ビ ン材料の開発」 をは じめ 「二酸化炭素

高温分離膜開発⊥ 「シナジー プロジェ ク

ト」 などを推 進 し,セ ラミック技術 の発

展 と若手の育成 に貢献 した,

以上の ように同氏の高温用セ ラミック

スの科学 ・技術 お よび産業 の発展へ の貢

献は顕著であ り本協会功労 賞に値す る も

の として,こ こに推薦す る.

略 歴 昭和51年 九州大学工学研究科応用科

学専攻博士課程単位取得退学.同 年京都セラミ

ック(株)入社,中 央研究所配属,同56年 ファ

インセラミックス技術研究組合出向,同59年

京セラ(株)総合研究所復職,平 成7年 同所長,

同13年 部品研究開発本部副本部長,同20年 退

職,経 営推進本部上席技術担当,現 在に至る.

功労賞

無機結晶材料の合成と地域の発展への貢

献

こだいら こうへい

小平 紘平氏

小 平紘平 氏 は,昭 和46年 北海 道大 学

工学部 に奉 職以来,多 様 な無機結晶材料

の合成 に関す る研究 とともに,若 手研 究

者や学生 な ど後進 に対す る個性 あふ れる

教育 を行 った.研 究 では,特 に単結晶 の

育成 において独 自に考案 した装 置を用 い

て大型化 に取 り組 み,原 料連続供給型引

き下 げ法 による大型 の光学結晶 の育成 に

関す る研究 は,国 内外で高 く評価 されて

いる.

また,同 氏 は,セ ラミックス協会の東

北北海道支部支部長 などを歴任 し,各 関

係機関相互 の交流 と支部の発展 に尽力 し

た.と くに産業基盤の脆弱な北海道地方

において,産 官学問の密な交流 を目的 と

し平成5年 にス ター トした地区セ ミナー

は,学 生 を含 めてセ ラミックス に携 わる

人々の研 究交流や情報 交換 の場 として現

在 で も非常 に重 要な役 割を担 い続 けてお

り,と りわけ北 海道地 区のセ ラミックス

の発 展に多大 な貢献 をした.

以上の ように,同 氏の多様 な無機結晶

材料 に関する研究 お よび地域内でセ ラ

ミックス に関す る産官学問の連携の基礎

を築 きあ げた功績 は顕著であ り,日 本セ

ラミックス協 会功労賞に値す るもの とし

て推薦す る.

略 歴 昭和46年 大阪大学大学院理学研究科

博士課程修了.同 年北海道大学工学部助手,

同48年 同助教授,同62年 同教授,平 成9年

同大学大学院工学研究科教授(大学院重点化),

同16年 定年退職 北海道大学名誉教授,理 学

博士(大 阪大学),
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功 労賞

エ ンジニア リングセラ ミックスの研究 と

協会活動 への貢献

さっさ ただし

佐々 正 氏

佐 々 正氏 は,東 京大学工学部在籍 中

に,エ ンジ ニ ア リ ン グ セ ラ ミ ック ス

(EC)の 先駆 けである炭素材料の化学 的

特性 の評価 な らびに複合材料化 の研究 を

実施.石 川 島播磨重工業(株)に て,当 時

世界 的に着 手 され始 めた窒化 ケイ素 ・炭

化ケイ素 の研究 に参 画,同 材料製造技術

開発,機 械 的特性評価 ・部材設 計技術 開

発等 を我が 国の先端 的研究 グルー プの1

つ と して推進 した.昭 和50年 代 か ら平

成1D年 頃にか けて推 進 されたECに 関

する通産省系の国家研 究開発 プロジェク

トのほ とん どに中核 的メ ンバー として参

加 した,窒 化ケイ素系材料 を用いた自動

車用セ ラミックターボチ ャージ ャの実 用

化,炭 化ケ イ素系 材料 を用いた工業炉用

セ ラミック熱交換器の実用化,窒 化 ケイ

素系材 料 を用 いた300kW級 発電用 セ ラ

ミックガス タービンの 開発,炭 化ケイ素

系複合材料 を用いた次世代航空エ ンジ ン

用 部材 の 開発,等 で は研 究開発 の リー

ダー を務めた,こ の間,日 本セラ ミック

ス協 会 にお いて は,高 温 構造 材料 部会

長,行 事企画委員長,総 務,運 営企 画委

員長な どを務めて,本 協会の活動 の活性

化 に努力 した.以 上 よ り,同 氏は本協会

の功労賞 に値す ると して推薦する.

略 歴 昭和47年 東京大学大学院工学系研究

科博士課程修了.同 大学工学部助手を経て,

同51年 より石川島播磨重工業(株)技術研究所

勤務.炭 素材料,窒 化ケイ素,炭 化ケイ素等

の機械的特性 ・化学的特性評価,部 材設計技

術開発,セ ラミックエ ンジン開発等に従事.

平成16年 より(独)科学技術振興機構勤務.

学術 賞

圧 電振動波制御 とその無鉛圧電 セラ ミッ

クスへの応用 に関する研 究

あんどう あきら

安藤 陽氏

安藤 陽氏 は(株)村 田製作所 に入社 以

来25年 以上 にわた り電子材料,特 に圧

電材料 ・デバ イスの研究 開発 に取 り組 ん

で きた.同 氏 の大 きな業績 のひとつ は,

圧電 セラ ミックス の積層構造 を用 いるこ

とで,弾 性波 の振動 モー ド結合 の状態 を

制御 し,弾 性波 を局所 的に集 中させ るこ

とが可 能である ことを見いだ したこ とで

ある.こ の研 究は,温 度安 定性 に優 れる

チ タン酸 鉛系材料 を用いた小 型低 損失圧

電発振子 の実現につながるな ど,電 子機

器の発展 に大 きく貢献 している.ま た,

同氏 は弾性波制御 の研究 を無鉛圧電セラ

ミックスの ひとつであ るビスマス層状構

造強誘 電体(BLSF)セ ラ ミック系材料

に展 開 し,世 界 で初 めて無 鉛圧 電セ ラ

ミックス を用いて発振子 と して実用的な

共振特性 を実現 した.ま た,こ のBLSF

セ ラ ミックス の共振子応用 において は,

材料 の電子論的考察か ら振動モー ド選択

の考 え方 を明 らかに したこ となども,学

術 的 に特 筆す べ き業 績 と して挙 げ られ

る.同 氏の挙げた研究成果 は,最 近のバ

ルク薄膜 共振子(FBAR)の 研究や,そ

の後の無鉛圧電材料 の研究等 にも大 きな

影響 を与 えてお り,学 術賞 にふ さわ しい

もの と して推薦す る.

略 歴 昭和58年 広島大学理学部物性学科卒

業.同 年(株)村田製作所入社,圧 電セラミッ

ク材料の開発に従事,平 成元一2年 米国ペン

シルバニァ州立大学材料研究所客員研究員,

同3年 京都大学工学部受託研究員,現 在,

(株)村田製作所技術 ・事業開発本部材料開発

統括部材料開発2部,博 士(工 学〉.

学術賞

電子構造制御による典型元素酸化物の新

規光機能の創出

うち の たか し

内野 隆司氏

内野隆司氏 は,こ れまで,典 型元素 酸

化物 の構造 と物性 に関す る理論 ・実験 両

面 にわたる精密 かつ斬新 な研 究 を展 開 し

て きた.同 氏 は,ク ラスター近似 を用い

た量 子化学計算 に よりガラスの電子構造

を解析 す る手 法 を確 立 し,ガ ラスの構

造,物 性 に関する実験 結果 を電 子構 造の

観 点か ら理論 的に解釈 する ことに成功 し

た,さ らに,同 氏は,非 晶質シ リカ系材

料の欠陥構 造 とその発光挙動について理

論的 ・実験的研究 を進め,電 子構造制御

に よ り,新 規シ リカ可視発光材料の作製

に成 功 した.こ れ らの成 果 は,平 成17

年 にJ.Ceram.Soc.Japanに 総説記事 と

して掲載 されてい る.こ の電子構造制御

の概念 をアルミナ,マ グネシアにも適用

し,典 型元素酸化物結 晶における新規光

機能 の創 出に も成功 した.特 に,マ グネ

シア結 晶中のカラーセ ンターを利用 した

常温広域 レーザ ー発振 の実現は,耐 火物

系酸化物結 晶の光機能 に関するブ レーク

ス ル ー と して特 筆 され る.以 上 の よう

に,精 密 な理論 に裏付 け られた電子構造

制御 の視 点に立ち,斬 新な光機 能性 ガラ

ス ・セラ ミックスを開発 した功 績は大 き

く,日 本 セ ラミックス協会学術 賞 に値 す

る もの として推薦 す る.

略 歴 平成4年 京都大学大学院工学研究科

工業化学専攻博士後期課程単位取得退学,同

年日本板硝子(株)入社,同5年 博士(工 学)

取得,同7年 京都大学化学研究所助手,助 教

授,同14年 神戸大学理学部助教授,同19年

同大学大学院理学研究科准教授,教 授,現 在

に至る.
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学術賞

ソルボサーマル反応 による環境調和機能

セ ラミックスの作製

さ とう つぎ お

佐藤 次雄氏

セ ラミックス材料 の機 能性向上 には,

原料 粉末の形態制御が有効 である.佐 藤

次雄氏は,ソ ルボサーマル反応 によるセ

ラ ミックス粉末の結晶化度や形態 の制御

方法 を開発 し,環 境調和機能の高度発現

に成功 した.同 氏 は,ソ ルボサ ーマル反

応 による易焼結性 ジル コニア粉 末の合成

とジル コニ アセ ラミックスの低温劣化 の

抑制に成功 し,同 方法に よる半導体 ナノ

粒 子の層間包摂に よる水分解光触媒機能

の発現や可視 光応答性窒素 ドー プチ タニ

ア光 触媒 の低 温合 成 に も成功 した.ま

た,ソ ルボサーマル反応 によ り合成 した

カルシア ドープセ リアナノ粒子 は,酸 化

触媒 活性 と光触媒活性が低 く,安 全で優

れた紫外線遮 蔽効果 を示す ことか ら,樹

脂 の安定化材 や 日焼 け止 め化粧料 と して

実用化 されている,さ らに,ソ ルボサー

マル反応 による水酸 アパ タイ ト,酸 化 亜

鉛,チ タン酸塩,希 土類酸化物等の高次

形態制御法 を開発 し,生 体親和 性材料,

微粒子蛍光体,非 鉛圧電材料,環 境浄化

触 媒等 と して利用で きることを示 した.

以上の ように,同 氏の開発 した ソルボ

サ ー マル反応 合 成法 は,環 境 調和 セ ラ

ミックスの合成に新た な道 を拓 くもので

あ り,日 本セ ラミックス協会学術賞に値

す る もの として推薦す る.

略 歴 昭和50年 東北大学大学院工学研究科

修士課程応用化学専攻修了,工 学博士(同55

年,東 北大学),同50年 東北大学工学部応用

化学科助手,講 師,助 教授,平 成6年 同大学

反応化学研究所教授,同13年 同大学多元物質

科学研究所教授,現 在に至る,

学術賞

静および動的観察による微構造形成と機

能発現機構の解析

なか の ひろ み

中野 裕美氏

新規なセラ ミックス材料 の開拓 には,

質の高い微構 造解析 に基 づいて,微 視構

造の形成過程 と機能発現機構 を明 らかに

す ることが鍵 となる.中 野裕 美氏 は,透

過型電子顕微鏡法 を駆使 し,静 的な構 造

解析 に加 えて,高 温で生 じる事 象の動 的

観察や室温か ら高温 までの温 度変化 に対

応 したその場観察 を行い,学 術 的価値 の

高い新知見 を数多 く明 らかに している.

動的観察 ・解析 においては,水 熱合成

BaTio3粒 子 に特有の熱 挙動 と表面層形

成,マ イク ロ波合 成に特徴 的な粒界 一気

孔分離 ナ ノ粒子 における合体過程 と初

期粒 成 長SicやAINに お け る高 熱伝

導度発現A1添 加配 向ZnOに お ける電

気伝導 度の異方性発現 の機構解 明な ど,

既存研 究を質的に凌駕 する知見 を明 らか

に している.さ らに,新 物性 の期待 され

る希土類Mn酸 化物 を対象 に,5件 の新

規 構 造 を 見 い だ して デ ー タ ベ ー ス

(ICDD)に 登録 され,BaLn2Mn207(Lnl

希土類)系 で は10分 程 度の短 時間で生

起す る一次構造転移 を発見 している.以

上の成 果はその学術 的価値が 国内外で評

価 されていると同時 に新規材料分野への

波及効果 が期待 されてい る.こ れよ り,

日本 セラ'ミックス協会学術賞 に値す るも

の として推薦す る,

略 歴 昭和58年 豊橋技術科学大学大学院工

学研究科修士課程物質工学専攻修了,博 士

(工学).同 年(株)村田製作所分析センター,

平成元年龍谷大学電子顕微鏡室,実 験講師を

経て同21年 豊橋技術科学大学研究基盤セン

ター准教授,現 在に至る,

学術賞

光非線形ガラス材料の開発と光制御デバ

イスへの応用

ふ じわら た(み

藤原 巧氏

藤原 巧氏 は,こ れ まで,光 非線形ガ

ラス において,先 駆的な材料 研究 を起点

とし,デ バイス開発 までの成 果を上げて

きている,同 氏 は,紫 外 レーザ ー光照射

と電場 印加 とい う従来 にはない新 しい方

法 を考案 し,ガ ラスには本来備 わってい

ない二 次光非線形性 の付与が空 間選択的

に可能 となるこ とを初 めて実証 した.さ

らに光結 晶化 を介す る非線形性 の発現機

構 を解 明 し,ガ ラス の レーザ ー誘起 によ

る構造制御 と二次光非線形の発現 にお け

る先駆 的研究 として当該分野が進展す る

端緒 を開いた.さ らに,単 結晶 に匹敵す

る二次光非線形性 と高 い結晶配向構 造 を

呈す る結晶化 ガラスを見い だ し,結 晶化

ファイバの実現 に有用 となる高次分極構

造 の形成 に成功 した.同 氏の これ までの

成果 をさらに発展 させ て,電 気光学動作

による光 ファイバ型デバ イス開発 に世界

初 の成功 を収 めてい る.こ れ らは,結 晶

由来の光波制御機能 を有す る新規 なガラ

ス材料 を用いた高機能光 ファイバ開発 に

新 たな道 を拓 く独創的な成果で あるとと

もに,セ ラミックス材 料分野 におけ る新

たな領域 を開拓 した意義は大 き く,日 本

セラミックス協 会学術 賞 に値す る もの と

して推薦す る.

略 歴 昭和59年 筑波大学大学院理工学研究

科修士課程修了.同 年住友金属鉱山(株)入社.

平成3年 米国フロリダ大学,同6年 豪州シド
ニー大学専任研究員.同7年 豊田工業大学講

師,助 教授.同12年 長岡技術科学大学助教

授.同18年 より東北大学大学院工学研究科応

用物理学専攻教授.同13年 物質 ・材料研究機

構客員研究員.同22年 京都大学客員教授,工

学博士.
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学術 賞

酸化モ リブデン系ハ イブ リッ ド材料の薄

膜化 プロセスの研究

まつばら いちろう

松原 一郎氏

層状 有機無機 ハ イブ リッ ド材料 はさま

ざまな特徴 あ る物性 を示 し,次 世代材料

として期待 されてい る.当 該材料 を利用

した新規電子デバ イスの実現 には薄膜化

プロセスの 開発が鍵 となる.現 状 では薄

膜 はコロイ ド溶液 をキャス トあ るいはス

ピ ンコー トす る方法,1ayerbylayer積

層法 などの液相法で作 製 されているが,

集積化,再 現性,信 頼性 の実現が課題で

あった.松 原一郎氏は,層 状無機材料 の

薄膜 を気相法に よって形成 した後,有 機

物 をイ ンター カレー トするプロセスを開

発 した.ホ ス トとな る層状 無機薄膜 を気

相 法で作製するため,再 現性,信 頼性 の

向上 とともに,微 細構 造を制御す るこ と

を可能に した.本 プ ロセスを揮発性有機

化 合物 用 セ ンサ材 料 と して有 望 な イ ン

ターカ レーシ ョン型の酸化 モ リブデン/

ポ リマーハ イブ リッ ド材料 に適用す るこ

とで,汎 用性 の高いシ リコ ン基板上 に高

性 能 セ ンサ素 子 を作 製す るこ とに成功

し,プ ロ トタイプ機 による動作 実証 に も

成功 した.

以上の同氏 の成果 は,ハ イブ リッ ド材

料 のプロセスに新 たな展 開 を切 り拓 き,

広 くハ イブリ ッ ド材料 の実用化 に貢献す

る ものであ り,日 本 セラ ミックス協会学

術賞 に値す る もの として推薦す る.

略 歴 昭和62年 大阪大学大学院理学研究科

高分子学専攻博士前期課程修了.同 年工業技

術院大阪工業技術試験所研究官.平 成10～

11年米国オークリッジ国立研究所客員研究員.

同13年(独)産 業技術総合研究所に移行.同

17年 研究グループ長.現 在に至る.博 士(理

学)、

進歩賞

液相 プロセス と分子集合体 を用い た新規

ハイブ リッ ド材料 の開発

かたぎり きよふみ

片桐 清文氏

有機 一無機ハ イブ リッ ド材料 は,そ の

組み合 わせ に より新 たな機 能の発現が期

待 され る材料で あ り,現 在盛 んに研究 開

発 が実 施 されている.片 桐清 文氏 は,脂

質類似構 造 を有 するオルガノアルコキシ

シラ ン類 を合成 し,そ のゾル ーゲ ル反応

と自己組織化 に より,脂 質二分子膜小胞

体構造 と表面 にシ リカ骨格 を併せ持 った

セラソームを世界 で初 めて開発 し,従 来

のリボソーム と比較 して優 れた構造安定

性 を有 するこ とを示 した.ま た,コ ロイ

ド粒子 を鋳型 とす る交互積層法 によ りコ

ア ーシェル粒子 および中空粒子の作製 に

成功 した,さ らに同氏 は,脂 質二分子膜

と高分子 電解質 か らなる中空 カプセ ルに

チ タニアやフェライ トをハ イブ リッ ド化

し,無 機 材料 を外 部場 に応 答 す る トリ

ガーと して,紫 外線の照射や交流電場 の

印加 によ り中空 カプセ ル内の内包物 をオ

ンデマ ン ドで放 出 で きる ことを見 い だ

し,そ の放 出挙動 をチ ューニングす る手

法 も開発 した.

以上 のように,同 氏 は新 たな手法 によ

る有機 一無機ハ イブリ ッド材料 の合成 に

成功 し,そ のハ イブリ ッド材料 の新機能

性材料 と しての大 きな可 能性 を見 いだ し

てお り,日 本セ ラ ミックス協会進歩賞 に

値す るもの と して推薦す る.

略 歴 平成10年 大阪府立大学工学部機能物

質科学科卒業,同14年 奈良先端科学技術大学

院大学 物質創成科 学研究 科博 士課程 修了(博

士(工 学)).同15年TheUniversityof

Melbourne,ResearchFeUow,同17年 豊橋技

術科学大学博士研究員,同18年 名古屋大学大

学院工学研究科助手,同19年 同助教,現 在 に

至 る.

進歩 賞

リン酸 カル シウムの特性 を活用 した高機

能人工骨の創製

かみたかはら まさのぶ

上高原 理暢氏

骨形成 を促 進 しつつ生体代謝 に取 り込

まれる人工骨が得 られれ ば,生 体骨の採

取 ・移植 に伴 う健常部位の損傷や感染症

などの 問題が解消す る,上 高原氏 は,リ

ン酸 カルシウムの結晶相 ・組成 ・形態 の

制御 に着 目した研究 によ り,上 記 目的 に

適合す る材料の 開発 に成功 してい る.

鍵 となる吸収性 につい ては,従 来の気

孔率制御 にはよらず に,リ ン酸三 カル シ

ウム(TCP)の 溶 解 度が 高温 安 定相 と

低温安定相 とで異 なることに着 目し,両

者の比 をMg添 加 によって制御 した.こ

れ よ り,生 体内で の吸収速度 を制御 した

TCP多 孔体 の創製 に成功 した.続 いて,

TCP多 孔体 を水酸 アパ タイ ト(HA)の

前駆体である リン酸八カルシ ウム(OCP)

多孔体 に転化 させ る技術 とTCPへ のSi

添加 の 手法 を開発 す る と同 時 に,こ の

Si添 加 が生体 骨 との結 合性 や骨 芽細胞

の増 殖 を促 進す る可 能性 を明 らか に し

た.ま た,新 規 なHAの 水 熱 合 成法 を

開発 して,微 細気 孔 を制御 したCa欠 損

HA多 孔体の作製 に成功 し,こ れが生体

内で吸収 されて骨 と完全 に置換す る こと

を明 らか にした.以 上 は,人 工骨用 セ ラ

ミックスの研究 と開発 に大 きな進展 を も

た らす成果で あ り,日 本 セラ ミックス協

会進歩賞 に値す る もの として推薦 する.

略 歴 平成15年 京都大学大学院工学研究科

博士課程材料化学専攻修了.博 士(工 学).同

年奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学

研究科教務職員,同16年 同助手 を経て,同

18年 東北大学大学院環境科学研究科助手,同

19年 同助教.現 在に至る,
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進歩賞

ナ ノ構造化電極設計 によるセラミック電

気化学デバイスの高機能化

はまもと こういち

濱本 孝一氏

地球環境 が悪化 してい る今 日,新 た な

コンセプ トに基づ く,高 効率 な環境保全

技術 の開発が切望 されてい る.

濱本孝一氏 は,電 気エ ネルギー と化学

エ ネルギーの高効率変換が可能 な電気化

学反応 に着 目 し,酸 化物イオ ン導 電性 セ

ラミ ックス を用いたNOx(窒 素酸化物)

等 の排 ガス浄化用電気化学デバイスを開

発 してい る.こ れ まで に,反 応電極 内部

の ナノ構 造変化 とNOx分 解性 との相 関

等 か ら選択 分 解反応 メカニズ ム を解 明

し,2004JCerSJ優 秀論文賞PacRim5特

別賞 を受 賞 した.さ らに,こ の知 見 か

ら,電 極 の革新 的ナノ構造制御技術 を開

発 し,直 径10nm程 度の細線状電子伝導

体 とセラ ミックス の複合か らなる3次 元

ナノネ ッ トワーク構造の形成 を可能 に し

た、 これは,従 来 の触媒で は浄化困難 な

20%の 酸素共 存 下か つ低温(250℃)作

動 とい う常識 を超 えた条件下での高効率

NOx浄 化 を実現 し,次 世 代 デ ィー ゼル

排 ガス浄化技術へ の電気化学 セラ ミック

スデ バ イスの 適用 の可能 性 を示 して い

る.

この ように,同 氏 の研究成果 は,環 境

分野 や電気化学分野等 に も多大 な貢献 を

す る ものであ り,日 本セ ラミ ックス協会

進 歩賞 に十 分値 す る もの と して推 薦す

る.

略 歴 平成8年 九 州工 業大学 工学部物 質工

学科卒業,同13年 東京 大学 大学 院工 学系 研究

科材料 学専攻博士 課程終 了,博 士(工 学).

同年 日本学術振興会特別研究員,同14年(独)

産業技術 総合研究所 シナ ジー マテ リアル研 究

セ ンター非常勤職員,同20年 同研 究所先 進製

造プ ロセス研究部門研 究員,現 在 に至 る.

進歩賞

第一原理計算 とナ ノ計測 を融合 したセラ

ミックス材料 設計

みぞ ぐち てるやす

溝口 照康氏

溝口照康 氏はセ ラミックスの機能発現

領域(界 面,転 位,点 欠陥,添 加 元素)

の原子 ・電子構 造を,第 一原理計算 とナ

ノ計測 によ り明 らか に し,材 料機 能が発

現する メカニズム を解明する ことを 目指

した研究 を行って きている.特 に,同 氏

は 電 子 線/X線 吸 収 分 光 法(ELNES/

XAHES)に お ける理論解析 ・計算 の手

法 を世 界 に先 駆 け て確 立 し,ELNES/

XANESに よるセラ ミックス材料の解析

の道 を切 り拓 いた.さ らに,同 手法 をセ

ラ ミ ックス材料 に応 用 し,ZnOの 添加

元素 による機 能発現 メカニズムの解 明,

SrTiO3やA1203の 結 晶界 面 にお ける非

化 学量 論組 成 の定量 的 理解,お よび,

Cu/Al203やNi/YSZ異 相 界面 にお け る

結合制御因子 の特定 に成功 してい る.こ

れ らの成 果 は,ELNES/XANESが セ ラ

ミックス材料 の強力 な分析法であ ること

を実証 した もので,同 材料の関わ る科学

技術の発展 に多大 に貢献 したもの と極め

て高 く評価 で きる.同 氏 は、今後,セ ラ

ミックス材料 の基礎科学 の分野 で,わ が

国を リー ドす る極 めて優秀 な研究者 であ

り,進 歩賞 にふ さわ しい もの と して,こ

こに推薦す る.

略 歴 平成14年 京都大 学大 学院工学研究科

材料工学専攻博士課程修了,博 士(工 学),同

14-17年 京都 大学,東 京大 学,ロ ー レ ンス

バ ーク レー国立研 究所 にて日本学術振興 会特

別研 究員,17-21年 東京 大学 総合研 究 機構

助手,助 教 同年 よ り東京大学 生産技術 研究

所准教授,現 在に至る.

進歩賞

磁場 ・制限空 間 を利用 したメソ細孔 の配

列 ・配 向制御

やまうち ゆうすけ

山内 悠輔氏

ナノ空 間を有 するメソ多孔体 は,高 度

に設計 された反応場 ・貯蔵場 ・集積 場 を

提供す るセラ ミックス材料 として期待 さ

れてい る.近 年,さ らなる機 能の向上 を

図るため,メ ソ細孔の配列 ・配向制御技

術 の確 立が強 く求め られている.

山内氏 は,強 磁場 プ ロセスや電気 化学

的プ ロセスの適用 と制限 された微細 空間

を利 用す る ことに よ り,細 孔 の配向や形

態 が制御 された特異 な構 造 を有 するメ ソ

多孔体 を合 成する手法を確立 した.本 手

法 に より,界 面活性剤 か らなる超分 子鋳

型 を配向させ,垂 直配向性メソポーラス

シ リカの 薄膜 や ロ ッ ドの合成 に成功 し

た.ま た,陽 極 酸化 ポーラスアル ミナ等

の制 限された微細空 間で界面活性剤 を 自

己組織化 させ るこ とによ りメソ細孔 が特

徴 的な配列 を とる ことやメソポーラス金

属の メソ細孔 の配向 ・形態制御が可 能で

あ るこ とを見 いだ した,

同氏 は,上 記 の よ うな独 創 的 な アブ

ローチ を展開す るこ とに より,セ ラミッ

クス材 料の機 能向上 に大 き く貢献す ると

ともに,触 媒材料,コ ーティ ング材料 な

どの開発に新 たな道を拓いた.よ って,

同氏の研 究業績 は 日本 セラ ミックス協 会

進歩賞 に値す る もの として推薦 する,

略 歴 平 成15年 早稲田大学理工学 部応用化

学科 卒業,同16年 同大学大学院理工学研 究科

ナ ノ理 工 学専攻博 士 前期 課程修 了.同18～

19年 日本 学術振 興会 特別研 究 員(DC2).同

19年 同後期課程修了,博 士(工 学)取 得.同

19年(独)物 質 ・材 料研究機構 若手国際研究拠

点研 究員 として着 任,同20年 よ り同WPI国

際 ナノ アーキテク トニ クス研究拠 点独 立研究

者,現 在に至 る.同2D年 よ り(独)科 学技術振

興機構 さきがけ研究員,同21年 より早稲 田大

学理工 学術 院客員講 師兼任,現 在 に至 る.
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進歩賞

ボ トムア ップ手法に よるペ ロブス カイ ト

型薄膜 成長 と誘電特性設計

やま だ ともあき

山田 智明氏

ペ ロブスカイ ト型薄膜の誘電特性 は薄

膜/基 板界面状態 に大 きく左右 され る.

山田智明氏 は.界 面操作 を特性制御の起

点 とするボ トムア ップ的な結 晶成長の手

法 を提 案 し,以 下 の優 れた成果 を得 た.

まず,2種 類の界面層導 入に よる二段

階成長 で,SrTio3薄 膜 の結 晶性 と特性

の向上 に成 功 した.第 一 にCeO/YSZ/

Si基 板 上 にTi-O,Sr-O原 子 層 を導 入

し,優 れ た界面特性 を持つSrTio3単 結

晶薄膜 を作製 した.第 二 に低温で極薄層

を導入す ることで,貫 通転位密度の低減

と残留歪みの任意制御 を同一基板上で可

能 に した.

ま た,2種 類 の界 面 操 作 で(Ba.Sr>

TiO3薄 膜 の3次 元構 造化 に成 功 した.

一つ は非晶質テ ンプレー ト上 に自己選択

成長 した垂直配向構 造,も う一 つは成長

核の ファセ ッ ト構造を利用 して 自己組織

化 した傾斜配向構造であ り,実 現 された

傾斜構造 は従来の(Ba,Sr>Tio3薄 膜 に比

べ熱安定性,誘 電損 失,非 線形特性に優

れ,特 性 は傾 斜角度 で制御で きる ことを

示 した.

同氏のボ トムァ ップ成長技術 はペロブ

ス カイ ト型薄膜 に留 ま らず,広 く酸化物

薄膜の特性 制御 に適用 可能であ り,日 本

セ ラミックス協会進歩 賞に値 する ものと

して推薦 する.

略 歴 平成11年 東京工業大学工学部無機材

料工学科卒業.同15年 東京工業大学大学院理

工学研究科材料工学専攻博士課程修了(博 士

(工学)).同16～20年 スイス達邦工科大学

ローザンヌ校博士研究員.同20年 より東京工

業大学大学院総合理工学研究科物質科学創造

専攻特任助教.現 在に至る,

進歩賞

ケイ素系 セラ ミックスの合成及び生成 メ

カニズム解明に関す る研 究

わきはら とおる

脇原 徹氏

ケイ素 を含 むセラ ミックスは数多 く知

られてお り,代 表的機能性 セラ ミックス

として幅広 く応用 されている,

脇 原 徹 氏 は ゼオ ライ ト・窒化 ケ イ

素 ・サイアロ ンを研 究対象 とし,合 成,

お よび生成 メカニズム解 明に関す る研究

を行 って きた.具 体 的には①原子 問力顕

微 鏡に よるゼオライ ト結 晶成長 に寄与す

るアル ミノシ リケー ト前駆体 の解 明,②

ゼオライ ト前駆体 の理解 に基づ いた結晶

成 長制御 によるゼオライ トのヘ テロエ ピ

タキシ ャル成長,③ ゼオライ トを出発原

料 とした炭素還元窒化法,ガ ス還元窒化

法 による高純度 サイアロン合成,④ 放射

光X線 回折(動 径分 布解 析)に よ る非

晶 質か らケイ素系セ ラミックスへ変化す

る原子 レベ ルでの構造変化過程の解明,

を行 って きた.

同氏 の業績 はケイ素系セ ラ ミックスの

構造 ・物性 ・機能制御 とい う材料設計へ

の 指針 を与 え る学 術 的 な意義 のみ な ら

ず,ナ ノか らバ クル体 に至 る様 々な複合

材料 開発研究 に大 き く貢献す るものであ

る.以 上 よ り日本セ ラ ミックス協会賞進

歩賞 を受賞す るに値す る ものと して推薦

す る,

略 歴 平成11年 東京大学工学部化学システ

ム工学科卒業.同16年 東京大学大学院工学系

研究科化学システム工学専攻博士課程修丁.

博士(工 学).同16年 横浜国立大学大学院環

境情報研究院助手.同19年 横浜国立大学大学

院環境情報研究院助教,現 在に至る,

技術賞

耐 プラズマ性 に優 れた静電 チャ ックの開

発

あんどう まさ み

安藤 正美氏

ヒ　た く ら レヒく お

板倉 郁夫氏

あお しま としひろ

青島 利裕氏

みや じ じゆん

宮地 淳 氏

半導体製造 プロセスで は真空中で シリ

コンウェハ を吸着固定す る静電チ ャック

が使用 されてお り,半 導体の高集積化や

生産性 向上 を支 える重要部品 とな ってい

る,静 電チ ャックには大 きな吸着力 を発

現す るため に電気的特性の制御 されたセ

ラミックスが用い られてい るが,最 近で

は半導体デバ イスの微細配線化 に伴い腐

食性 プラズマ に対する耐久性 の向上が強

くなって きた.

安 藤 正 美 氏 ら は,微 粒 のAl203と

Tio2原 料 を混合 し,還 元 雰囲気 下 での

焼成 を行 うことでA1203粒 予 の周 りにナ

ノサ イズの導電性T正02か ら成 る粒界相

を形成 し,微 量 のTiO2添 加 で体積抵抗

率 を制御可能な方法を開発 した.さ らに

材料中の偏析 物や気孔 をな くす改良 を加

え ることで耐プ ラズマ性 が飛躍 的に向上

し,本 開発材料 を用いた静電チ ャックは

プラズマエ ッチ ング装置 な どで の大幅 な

使用期間延長が可能 となった,

以上の ように,同 氏 らの業績 は半導体

製造分野における生産性 の向上や低 コス

ト化 に大 きく貢献 した もの として高 く評

価 され,日 本セラ ミックス協会技術 賞 に

値す るもの として推薦す る.

所属等

安藤正美TOTO(株)総 合研究所基礎研究部

上席研究員

青島利裕TOTO(株)総 合研究所分析技術部

主席研究員

板倉郁夫TOTO(株)セ ラミック事業部セラ

ミック開発部精機デバイス開発グループ技

術主査

宮地 淳TOTO(株)セ ラミック事業部セラ

ミック開発部技術主幹
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技術賞

太 陽エネルギー反射鏡の開発

かな い としまさ

金井 敏正氏
さくら い たけ し

櫻井 武氏

新 しい太陽光発電 方式 と して,太 陽光

を反射 ミラーで集光 して高温高圧の水蒸

気 を作 りター ビンを回 して発電す るビー

ム ダウ ン方式が検討 されてお り,ア ラブ

首長国連邦では本年 末に実証 プラン トが

稼動予 定である.こ こで用 い られ る集光

光反射 ミラーには,多 数 のヘ リオス タッ

ド鏡 で集光 された太 陽光 を確実 にレシー

バに反射 させ るため,高 反射率の ほか高

.耐久性 と約300℃ の集光 熱に さらされ て

も反射 率が変化せず鏡 自身 も変形 しない

ような高耐熱性が要 求 されるが,従 来 は

この要 求 を満 たす技術 は存在 しなか っ

た,

金井敏 正氏 らは,こ の難 しい要求特性

を満 たすために,可 視域 ～赤外 の広 い波

長域 で高い反射率 が得 られる膜材料 と膜

構成 を検 討 し,さ らに鏡 の熱変形 を抑 え

るため1.1mm厚 の ガラス基板 の両面 に

膜厚比 を最適化 して成膜 を行 うことで,

わ ずか 約100層 の膜構 成 で平 均 反射 率

98%以 上 を 実 現 した.得 られ た鏡 は

30D℃ の加 熱環境下 で も反射 率の低 下 と

変形が認め られず,同 方式の発電装置の

実現 に大 きく貢献 した.高 い技術 力で環

境 にや さ しい製品開発 を行 ってお り,本

協会技術 賞にふ さわ しい もの として推薦

す る.

所属等

金井敏正 日本電気硝子(株)薄膜事業部事業

部長

櫻井 武 日本電気硝子(株)薄 膜事業部担当

課長

技術賞

プローブカー ド用(半 導体検査 部品)快

削性 セラミックスの開発 と実用化

てら お こういち

寺尾 公一氏

なかがわ くにあき

中川 邦昭氏

え とう しゅんいち

衛藤 俊一氏

はすむら ゆきひろ

蓮村 幸寛氏

プローブカー ドには,半 導体微細化 に

伴 う穴 微細化,狭 ピッチ化 とSiウ エ ー

ハの大 型に対応 する加工性 が良好 で,熱

膨張がSiウ エ ーハ にマ ッチ ング した絶

縁性材料 が必要 とされる,

寺尾 公一氏 らは,こ のガイ ド板材料 と

して,BNにS』N4やZrO2を 複合化 した

快削性 セラ ミックス材料 を開発 した.さ

らに微細 加工性 に優 れる大 型均質材料 の

製造技術 を確 立 し,ま た,超 硬 ドリルに

よる高精度,高 速加 工技術 を確立 した.

開発 した材料 は,快 削材料 として世 界最

高 レベ ルの 曲げ 強度材料 やSl熱 膨張 に

マ ッチ ング した熱膨 張係 数を有する材料

で あ り,φ40μmの 極 細 径加 工 や10000

穴超 の多穴 を精度 ±5μmを 維 持 して高

速加工が可能になった.こ れ らの技術確

立 により,垂 直型プ ローブ カー ドで広 く

使用 され,半 導体検査部品 と して欠 くこ

とので きない部材 と して半導体製造 プロ

セス の発展に大 き く寄与 して きた.

以上 のように同氏 らの業績 は,快 削性

セラ ミックスの発展 に大 き く貢献 してき

た もの と して高 く評 価 され,日 本 セ ラ

ミックス協会技術賞 に値す る もの と して

推薦す る.

所属等

寺尾公一(株)フ ェローテックセラミックス

執行役員石川工場長

衛藤俊一(株)フ ェローテックセラミックス

関西工場技術部係長

中川邦昭(株)フ ェローテックセラミックス

石川工場製造課副長

蓮村幸寛(株)フ ェローテックセラミックス

石川工場加工課

技術 賞

正方晶安定化 ジル コニアセラ ミックスの

開発

まつ い こう じ

松井 光二氏

おおカfい みちはる

大貝 理治氏

おおみち のぶかつ

大道 信勝氏

常温力学特 性に優れ るイ ッ トリア添加

部分安定化 ジル コニア は,従 来,正 方晶

と立方晶か らな る二相混合組織 と理解 さ

れ,分 相 に伴 う正方晶か ら単斜相への変

態 によって熱劣化が生 じることが知 られ

ていた.松 井氏 らは,焼 結過程 と熱劣化

メカニズム を詳細 に解析 し,同 材料 は単

純 な二相混合組織で はな く結晶粒内で分

相 を生 じてい ること,熱 劣化 は結晶粒径

で はな く分相の程度 にのみ依存す ること

を明 らか に し,さ らに,低 温 で焼結 した

組織 は正方晶の単相で あることを発見 し

た.ま た,焼 結助剤 の効果 の速度論的解

析 を行い,助 剤添加 による低温焼結 のメ

カニズ ムを明 らか に した.こ れ らの知見

に基づ き,原 料粉体 にあ らか じめYを 均

一 に固溶 させ るこ とに より
,1300℃ で焼

結 し熱劣化 の抑制 された単相焼 結体 を実

現 した.

本材料は,混 合分散用微 小 ビーズ,光

ファイバ接続 部品,歯 科 用材料等 として

実用化 され,ジ ル コニアセ ラミックスの

市場 は100t/年 か ら2000t/年 規模 へ

と拡大 した.

以上の ように,同 氏 らは,ジ ル コニ ァ

セラミックスの発展 に大 き く貢献 した も

のと高 く評価 され,日 本セ ラミックス協

会技術賞 に値す るもの として推薦す る.

所属等

松井光二 東ソー(株)東京研究所新材料 ・無

機分野主席研究員

大道信勝 東ソー(株)四日市事業所機能材料

製造部機能性無機材料課長

大貝理治(株)東 ソー分析センター常務取締

役
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技術奨励賞

骨伝導能に優れる新規骨補填材及びその

製造方法の開発

うめざわ たか し

梅沢 卓史氏
(コバ レン トマテ リアル(株)〉

人工骨 と して多孔 質のハ イ ドロキシア

パ タイ トが 実用 化 されて お り,高 気孔

率 ・多孔質化 に よる高い骨伝導 能 と,人

体の さまざまな部位 に使 える強度の確保

が開発 テーマになっている.

梅沢氏 は骨伝導 能に優 れた連通気孔構

造 を持 ちなが ら,多 孔質体 の欠点であ る

強度 の低 さを改善 したハ イ ドロキシァパ

タイ トを開発 し,さ らに製造技術の開発

に取 り組 み,製 品化 に貢献 している.

本技術 は生体組織が進入で きる気孔サ

イズ を明 らかに し,そ の気孔サ イズが連

通 した構造 か らなる多孔質のハ イ ドロキ

シアパ タイ トであ る.こ の構造が優れた

骨伝導能 を有 し,人 工骨補填材 と して優

れた性能 を与 える知見 を明 らか に した.

また,こ の優れ た骨伝導能 を維持 しな

が ら,多 孔体 と緻密体 を複合一体化 して

多孔体 一緻密体 コンポジ ッ ト骨補填材の

技術 を確立 した.こ の技術開発 により,

人体で荷重がかか る部位 にも使用で きる

人工 骨補 填材 の 開発 と実用化 に成 功 し

た.

以上の ように,同 氏 の骨伝導 能に優れ

る新規骨補 填材及びその製造方法 の開発

に関わる業 績は本協会 の技術奨励賞 に値

する もの として推薦 する.

略 歴 平成11年 東京理科大学大学院工学研

究科工業化学専攻修了,同 年東芝セラミック

ス(株)(現 コバレントマテリアル(株)〉入社.

同18年 同社事業開発本部バイオ事業推進部技

術担当,現 在に至る,

技術奨励 賞

微構造制御 による可擁性 セラ ミックス開

発 と制振材料 への応用研究

しま つ としあき

嶋津 季朗氏
((株)INAX>

近年,機 械加工分野や測定分野 におい

て進む精密加工 ・制御の高精度化 は,振

動発生 や伝搬の抑止効果が大 き く高剛性

の材料 を求めてい る.ま た,住 宅や 自動

車 を中心 とす る静音化 要求 も,同 様の材

料 を必要 と してい る.従 来 この領域 をカ

バー して きた金属系制振材料 は,化 学的

安定性 ・絶縁性 ・非磁 性要求 に関 し課題

を持 ってい る.

嶋 津 季 朗 氏 は,①A12TiO5-MgTi205

系セ ラミックス材料 に注 目した.そ の微

細構造制御 により,内 部摩擦が従 来材 よ

り1～2桁 大 き く,2%を 超 える曲 げ可

撹性 を持つ材料 を可能に した.② このセ

ラミックス を基材 に用 い,ポ リマーを高

圧 含 浸 し複 合 化 す る こ と で,弾 性 率

50GPaか つ 内部摩擦Q冒LがOD16以 上 の

高剛性制振材料 を開発 した,

これ らの活動に よって得 られた開発材

料は,希 少硬 質木材代替材 として,木 管

楽器へ活用可能な ことが明 らかになった

ほか,上 述 した工業分野 や,静 音環境対

応分野 において,活 用 のための検討が行

われている.

この よ うな同氏 の業 績 は,日 本 セ ラ

ミックス協会技術奨励賞 に値す る ものと

して推薦す る.

略 歴 平成8年 大阪大学大学院基礎工学研

究科物理系専攻博士前期課程修了,同 年(株)

INAX入 社,同20年 東北大学大学院環境科学

研究科博士後期課程修了(博 士(学 術)),

功績賞

地域資源の利用技術の開発と地域産業の

振興に対する功績

そでやま けんいち

袖山 研一氏

袖 山研 一氏 は昭和63年 に鹿児島県 工

業 技術 セ ン ター に入 所 以来,21年 にわ

た り,火 山噴出物 であるシラスの利 用技

術 の開発 に取 り組 み,論 文 ・解説 な ど

11報 特許登録 工8件の実績 と ともに,

地元企 業 と連携 してその実用化に努 め,

産業の発展 に尽 くしている.

そのひ とつにシ ラス緑化 基盤が ある.

シラス と極微量 のセメ ン トを乾式 で混合

し,加 圧 成形 して保水性 と断熱性 に優 れ

るシラス緑化基 盤 を開発 した.本 技術 は

3万m2の 屋 上緑化 と39kmに 及 ぶ鹿児

島市 電の軌道緑化 に採用 され,ヒ ー トア

イラ ン ド現象 の緩和 や騒音低 減効果が 実

証 され,さ らに都 市景観 の向上に も寄与

した.

そ の ほか,シ ラス瓦や シ ラス発 泡体

(微粒 シラスバル ー ン)の 開発 と実用化

に取 り組 んだ,シ ラス瓦 は軽 量性 と断熱

性 に優 れるシラスを有効利用 し,加 圧脱

水成形技術 を活用 してガラス繊維 な どの

補 強材 を使 わ ない シ ラス瓦 を実用 化 し

た.シ ラス発泡体 は媒体 流動層 を用 いた

製造技術 と装 置を開発 し,企 業化 に貢献

した,

以上 の ように,シ ラスの工業 資源化 の

研究 開発 を通 じて,地 域 産業の振興 に貢

献 した同氏 の業績 は本協 会の功績賞 にふ

さわ しく,推 薦 する.

略 歴 昭和61年 鹿児 島大学工学部応 用化学

科卒業.同63年 同大学大学 院工学研 究科応用

化 学 専攻 修 了,同 年 鹿児 島 県工 業 技術 セ ン

ター勤務.平 成21年 同研究専 門員.博 士 〔工

学)(鹿 児島大学).
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功績賞

装置の保守および改良による研究環境の

整備と傾斜機能材料の開発

たにはた きみあき

谷畑 公昭氏

谷畑公昭氏 は,大 阪大学 産業科学研 究

所 におけ るエ ンジニァ リングセラ ミック

ス技術開発の研 究活動 を通 じて,HIP等

の高圧装 置や各種 のセラ ミックス特性評

価 装置の保 守お よび改 良による研究環境

の整備 に努 めるとともに,院 生や社 会人

研 究者,若 手研究者 などの幅広い利用者

に対す る装 置 ・評価技術の知識 ・技術の

普及指導 し,セ ラミック技術 の進歩 と発

展 に尽 くした.

同氏の研究成果は,高 圧 反応容器 を用

い た燃焼 合成 による超伝 導体 の新 合成

法 燃焼合成に よる窒化 アル ミニウムの

合成 を実現 させた.ま た,対 称型傾斜機

能材 料に関する研 究に より大 阪大学 か ら

博士(工 学)の 学 位を得 ている.ま た,

極低 温か ら室温 までの温度範 囲にお いて

連続 測定可能な極低 温電気伝導率測定装

蟹 を実現 させ た.こ れ らの合成装置 ・測

定装 置はセラ ミック技術開発 に多 くの成

果 をもた らした.

以上の ように,同 氏 の業 績はセラ ミッ

クス科学技術 の進歩 と発展 に貢献 してお

り,日 本セラ ミックス協会功績賞 に値 す

るもの として推薦す る.

略 歴 昭和26年 兵庫 県生 まれ、立命館大学

理 工学部卒業,大 阪大学産業 科学研究所 電子

材 料 部門 文部 技官,付 属材 料 高圧 合 成 セ ン

ター文部技官,改 組 に よ り現 在 は付属産 業科

学 ナノテクノロジーセンター ナノ加工室技術

職員,博 士(工 学).

功績賞

県産窯業原料の新しい用途開発とその技

術支援

よこ い がわ まさ み

横井川 正美氏

横井 川正美氏 は、四半世紀以上 にわた

り,滋 賀 県 内の 窯業 資源 の調査 分析 を

行 ってデータを広 く公開 し,ま たそれ ら

の資源 の有効利用 に取 り組んで多 くの新

素材や新規技術の開発 を行 うな ど,窯 業

に係 る幅広い分野で技術の開発 ・向上 に

努め,同 県内外の窯業産業発展 に大 きく

貢献 してい る.

同氏の主な業績 として,① 滋賀 県産窯

業原料(主 に長石原料 〉の有効利用 の分

野では,高 強度素地,粘 土 を用 いない鋳

込み成形技術,加 熱発 泡素 地 透光性素

地の開発,② 新 素材分 野では,無 機 中空

体 に よる軽量 素材,樹 脂粉 末を使 った低

温(150℃)硬 化素 地 砂鉄 を利 用 した

重量 セラ ミックスの開発,③ 窯業 関連 ソ

フ トウエア分野 では,素 地や紬薬 に関連

した技術計算 ソフ トの開発 と普及,④ 県

内窯業 原料 の調査 ・分析分野で は,国 内

窯業原料 データベ ースへの多数の鉱 山お

よび原料 の情報提供や窯業原料の蛍光X

線 分析精度 の向上 な どが挙 げ られる、 さ

らに以上 の活動 のほか,県 内窯業 産業従

事 者の技術指導 に も日々尽力 してお り,

これ らの業績 と努力 は本協会功績賞 に値

する ものと して推薦す る.

略 歴 昭和57年 同志社 大学工学部工業化学

科 卒業.同 年滋賀 県立信 楽窯業試験 場(現 滋

賀 県工業技術総合 セ ンター信 楽窯業技術 試験

場)に 勤務,平 成19年 同セ ラミック材料担当

グルー プリーダー,現 在 に至 る.
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